
 

 

 

 

 

 粗い結晶粒材料の平均化を行う 

  ＡｄｄｉｎｇＰｏｌｅプログラム 
 Ver.2.20 

  Ver2.16以降、極点図表示を Contourに変更 
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概要 

 １５年位前に、鋼鈑全体の平均結晶方位を求める為に、鋼鈑の左右２か所＋中心の裏表で６か所の 

   試料を採取し極点図を足し合わせる事を行ったが、最近同じ処理の話しがあったので、プログラムを 

   試作した。 

   本プログラムはＯＤＦ解析を前提としているので、ＰＦｔｏＯＤＦ３の前段とした。 

   プログラムでは足し合わせる極点図の数に制限はありません。選択したファイル表示部分に全て表示出来 

ないケースもあるが、変換は正常行われます。Stepは 1.0deg を可能 

流れ 
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プログラムの使い方 

起動  

  ODFPoleFigure2->ToolKit->SoftWare->AddingPole 

 

 

 

あるいは、 C:¥CTR¥bin¥AddingPole.jar をダブルクリック 

 

Ver2.17以降 ADDで異なるホルダデータ追加可能 



作成するファイルタイプを指定 

  

ファイル指定 

平均化を行う極点データ（ＴＸＴ）を同時に複数選択 

 

 

同時選択はＳｈｉｆｔｋｅｙを押しながら選択する。 

 

 

同時に選択する 

選択したファイル名とファイル数を表示 



出力ファイルを変更する。 

 

で平均化ファイルが作成され、平均化された極点図が表示される。 

 

同様にして他の極点図を平均化する。 

 

ＯＤＦ用ファイルはＰＦｔｏＯＤＦ３で作成する。 

 



追加 

   ２つのデータの場合、比率で加算する機能追加 

 

   

 

 

  入力データが２つの場合、指定％がM%とした場合 

 

  Calcdata= NO1*(100-M)/100+NO2*M/100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平均化を行う TXT2 ファイルが異なるホルダの場合 

 

 追加ファイルを選択する。 

 

 選択されているファイル名が確認できます。 

 

 



大量のデータを扱う 

概要 

 圧延版などの複数のサンプルから測定し、ODFPoleFigure2S,ODFPOleFigure1_5Sで 

   極点処理を行った極点図ファイル TXT2の平均極点図を計算する 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定データ（ASC） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ODFPoleFigure2Sの極点処理結果 

 同一ファイル名の TXT2ファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平均化 

https://helpertex.sakura.ne.jp/Soft/DOC4/AddingPole-2Method.pdf 

代表するファイルを指定 

 

親ホルダの Al1100Pを指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



代表で指定したファイルと同一ファイルが存在する場合、サブホルダも選択される 

 

 

   平均化を開始 

 

 

 代表で選択したホルダに_20Average_2.TXTファイルが作成される 

 

 

 



 

 

 


